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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（Ludw

ig Andreas Feuerbach, 

１
８
０
４
年
７
月
２
８
日 ‒ 

１
８
７
２
年
９
月
１
３
日
）
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
青
年
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
代
表
的
な
存
在
で
あ
る
。
刑
法
学
者
の
ア
ン
ゼ
ル

ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
四
男
。 

 

ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
か
ら
出
発
し
、
の
ち
に
決
別
。
唯
物
論
的
な
立
場
か
ら
、

特
に
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
激
し
い
批
判
を
行
っ
た
。
ま
た
現
世
的
な
幸
福
を
説
く
そ
の
思
想
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク

ス
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
ら
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。（W

ikipedia
よ
り
） 

二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
二
月
一
八
日
（
土
曜
日
） 

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
を
読
む
会
（
第
一
回 

白
十
字
の
会
読
書
会
）
発
表
レ
ジ
ュ
メ 

  

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』 

 
 
 
 

―
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
の
継
承
者
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
源
流
と
い
う
位
置
づ
け
の
再
検
討

― 
 

独
立
系
研
究
者
＊ 

倉
井 

香
矛
哉 

  

一
．
は
じ
め
に 

 

        
 

  

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
主
著
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
、
彼
の
哲
学
に
対
す
る
通
説
䣍
䣍
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
一

例
と
し
て
、右
に
引
用
し
たW

ikipedia

の
記
事
に
よ
れ
ば
、フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は「
青
年
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
代
表
的
な
存
在
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
青
年
ヘ
ー
ゲ
ル
派
」
と
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
と
も
呼
ば
れ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
（
宗
教
と

同
一
化
さ
れ
た
）
哲
学
体
系
を
肯
定
的
に
継
承
す
る
右
派
、
あ
る
い
は
中
間
派
に
対
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
批
判
的
に

䣍
䣍
䣍
䣍
継
承
す

る
思
想
的
潮
流
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
以
下
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
」
か
ら
出
発
し
、「
唯
物
論
的

な
立
場
」
か
ら
「
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
」
に
対
し
て
「
激
し
い
批
判
」
を
行
っ
た
、
と
い
う
通
説
に
基
づ
く
位
置
づ
け
が
示
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
に
お
い
て
は
、「
感
覚
」
の
作
用
に
基
づ
く
「
人
間
学
」
と
い
う
別
の

意
味
づ
け
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
、
著
者
は
こ
の
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

同
時
に
、「
現
世
的
な
幸
福
」
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
ら
」
に
「
多

大
な
影
響
」
を
与
え
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
論
」
に
も
表
れ

て
い
る
よ
う
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
後
世
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
政
治
的
な
活
動
か
ら
は
一
線
を
画
し
て
お
り
（
一
八
四
八
年
の
パ
リ
革
命
の
影
響
か
ら
、
一
時

は
代
議
士
に
な
る
意
欲
は
み
せ
る
も
の
の
頓
挫
し
、
そ
の
後
、
宗
教
研
究
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
る
）、
後
世
の
マ
ル
ク
ス
主

義
の
系
譜
に
引
き
よ
せ
る
か
た
ち
で
の
評
価
に
は
恣
意
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
指
摘
を
加
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
実
際
に
、
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
現
在
に
至
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
研
究
史
で
は
多
様
な
側
面
か
ら
の
考
察
が
試
み
ら
れ

て
お
り
、
前
述
の
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
〜
マ
ル
ク
ス
主
義
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
見
方
だ
け
で
は
、
彼
の
思
想
的
な
傾
向
を

充
分
に
汲
み
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

ま
た
、
宇
都
宮
芳
明
『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ 

人
と
思
想
70
』（
清
水
書
院
、
一
九
八
三
年
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
フ
ォ
イ
エ

ル
バ
ッ
ハ
は
、「
父
親
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
」、「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
儀
式
に
し
た
が
っ
て
洗
礼
を
受

け
た
」
と
い
う
。
そ
れ
は
、
彼
の
出
生
地
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
を
支
配
し
て
い
た
バ
イ
エ
ル
ン
侯
国
が
古
く
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国

で
あ
り
、
当
初
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
以
外
の
者
は
住
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
〇
〇
年
に
信
仰
の
自
由
が

認
め
ら
れ
て
以
降
も
な
お
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
的
伝
統
は
根
強
く
、フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
父
親
は
迫
害
や
試
練
を
受
け
た
。

な
お
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
一
六
歳
の
頃
か
ら
聖
書
に
親
し
ん
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
宗
教
教
育
や
堅
信
礼
教
育
、

あ
る
い
は
宗
教
的
薫
陶
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、「
純
粋
に
自
分
の
胸
か
ら
わ
き
出
た
」
と
さ
れ
、「
宗
教
を
生
涯
の
目
標
と

天
職
に
え
ら
び
、
神
学
者
に
な
ろ
う
と
決
心
し
た
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
自
身
の
生
育
環
境
や
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
宗
教
お
よ
び
政
治
的
な
状
況
を
抜
き
に
し
て
は
、そ
の
思
索
の
成
立
条
件
を
充
分
に
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

先
行
研
究
の
傾
向
の
一
端
と
し
て
も
、
藤
巻
和
夫
の
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
や
マ
ル
ク
ス
主
義
と
結
び
つ
け
る
か
た
ち
で

論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
研
究
に
関
し
て
、フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
自
身
の
哲
学
を
深
め
よ
う
と
し
た

も
の
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
寺
田
光
男
「
三
月
前
＝
革
命
期
に
お
け
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
問
題
」、『
思
想
』
五
五
九

号
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
一
月
）
の
な
か
で
は
、「
ほ
と
ん
ど
た
だ
青
年
マ
ル
ク
ス
の
思
想
形
成
の
一
モ
メ
ン
ト
」
と
し

て
の
み
研
究
さ
れ
て
き
た
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
思
想
を
「
特
殊
ド
イ
ツ
的
な
近
代
化
の
な
か
で
再
評
価
」
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
と
く
に
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
研
究
は
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て

き
た
と
さ
れ
る
。
河
上
睦
子
の
概
説
に
も
と
づ
い
て
記
述
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、「
文
献
学
上
の
問
題
」、
そ
し
て
、「
従
来

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
解
釈
か
ら
の
解
放
」
と
い
う
二
つ
の
要
因
が
関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ル
タ
ー
と
の
関
連
性
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
界
か
ら
の
積
極
的
な
研
究
も
進
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ

ッ
ハ
の
哲
学
は
、
も
は
や
「
ヘ
ー
ゲ
ル
圏
」、「
マ
ル
ク
ス
前
史
」
だ
け
で
は
な
い
独
自
の
哲
学
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
つ
つ
あ

る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
汎
神
論
、
宗
教
批
判
の
方
法
論
、
他
我
論
、
哲
学
史
、
感
性
概
念
や
理
性
概
念
の
再
考
、
啓
蒙
主
義

と
の
関
係
、
自
然
思
想
（
環
境
思
想
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
な
ど
）
と
の
連
関
性
、
性
差
論
（
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
理
論
）
と
の
連
関

性
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

  

二
．
本
読
書
会
の
目
的 

 

今
回
の
読
書
会
で
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
主
著
で
あ
る
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
を
読
む
こ
と
を
通
じ
て
、
従
来
の
研

究
史
に
お
け
る
通
説
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二
一
世
紀
の
社
会
に
お
い
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
言
説
が
ど
の
よ
う

な
意
義
を
持
ち
う
る
の
か
、
と
い
う
積
極
的
な
意
味
づ
け
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。 
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三
．「
緒
論
」「
第
一
章 

人
間
の
本
質
」
を
理
解
す
る 

  

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
本
書
の
「
緒
論
」
第
一
章
「
人
間
の
本
質
」
に
お
い
て
、「
宗
教
は
人
間
が
動
物
に
対
し
て
も
っ

て
い
る
本
質
的
な
区
別
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
規
定
し
、
こ
の
「
本
質
的
」
な
「
区
別
」
は
「
意
識
」
で
あ
る
、
と
定
義
し
て

い
る
。
ま
た
、「
最
も
厳
密
な
意
味
で
の
意
識
は
た
だ
、
自
己
の
類
・
自
己
の
本
質
性
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
存
在

者
の
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
」
と
も
付
言
し
て
い
る
。
↓
人
間
に
は
意
識
が
あ
る
。 

  

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、「
動
物
は
た
だ
一

重

ア
イ
ン
フ
ァ
ッ
ハ

の
生
活
を
送
る
だ
け
で
あ
り
、
人
間
は
二

重

ツ
ワ
イ
フ
ァ
ッ
ハ

の
生
活
を
送
る
」、
す
な

わ
ち
、「
動
物
の
場
合
に
は
内
的
生
活
が
外
的
生
活
と
合
一
し
て
い
る
が
、
人
間
は
内
的
生
活
お
よ
び

䣍
䣍
䣍
外
的
生
活
を
送
る
」
と

い
う
前
提
を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
概
略
と
し
て
、
人
間
に
は
、
他
の
動
物
に
は
な
い
内
面
䣍
䣍
が
あ
る
、
と
理

解
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
↓
人
間
は
、
内
面
／
外
面
と
い
う
二
重
の
生
活
を
送
る
。 

  

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
人
間
の
本
質
に
つ
い
て
、「
理
性
・
意
志
・
心
情
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
・

カ
ン
ト
の
認
識
論
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
思
想
の
大
枠
は
カ
ン
ト
哲
学
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
↓
カ
ン
ト
認
識
論
に
お
け
る
「
理
性
・
意
志
・
心
情
」
の
継
承
。 

  

ま
た
、「
人
間
は
対
象
が
な
け
れ
ば
何
者
で
も
な
い
」
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
人
間
は
対
象
に
お
い
て
自
己
自
䣍
䣍
䣍

身䣍
を
意
識
す
る
」
と
い
う
前
提
を
も
と
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、「
意
識
と
は
自
己
確
証
で
あ
り
、
自
己
肯
定
で
あ
り
、

自
己
愛
で
あ
り
、
自
己
自
身
の
完
全
性
に
対
す
る
喜
び
で
あ
る
」、
あ
る
い
は
、「
意
識
は
或
る
完
全
な
存
在
者
を
特
色
づ
け
る

し
る
し
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る
。
↓
対
象
化
、
対
象
と
自
己
の
関
係
性
に
お
け
る
意
識
の
把
握
。 

  

↓
こ
れ
ら
の
論
述
を
も
と
に
、フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
哲
学
に
お
け
る
論
理
的
な
布
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
意
識
を
カ
ン
ト
認
識
論
の
枠
組
み
に
置
い
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
い

て
前
提
と
さ
れ
て
い
た
自
己
の
主
観
（
精
神
、
魂
、
自
我
）
の
実
在
性
を
相
対
化
し
、
対
象
と
自
己
の
関
係
性
に
お
い
て
把
握

し
直
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
実
存
的
な
思
索
に
も
批
判
的
に
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
マ

ル
ク
ス
の
価
値
（
本
質
）
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

同
時
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
思
想
を
唯
物
論
の
源
流
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
は
、
後
世
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
系
譜

に
引
き
よ
せ
る
か
た
ち
で
の
恣
意
的
な
理
解
が
介
在
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ

は
、
宗
教
的
な
営
為
を
「
感
覚
」
に
還
元
し
て
い
る
。
彼
の
思
索
は
、
あ
く
ま
で
も
「
人
間
学
」
な
の
で
あ
り
、
カ
ン
ト
哲
学

を
前
提
と
し
て
、「
対
象
」
と
「
自
己
」
の
関
係
性
に
お
け
る
「
意
識
」
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
マ
ル
ク

ス
主
義
と
の
思
想
的
な
異
同
が
あ
る
と
い
え
る
。 

 
 

 

四
．「
緒
論
」「
第
二
章 

宗
教
の
本
質
」
を
理
解
す
る 

  

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
、「
感
性
的
対
象
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
た
し
か
に
対
象
の
意
識
は
自
己
意
識
か
ら
区

別
さ
れ
る
」
が
、「
宗
教
的
対
象
の
場
合
に
は
意
識
﹇
対
象
の
意
識
﹈
は
自
己
意
識
と
直
接
に
一
致
す
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
宗
教
的
対
象
は
人
間
の
な
か

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
に
あ
り
、
そ
れ
自
身
内
面
的
な

䣍
䣍
䣍
䣍
対
象
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
↓
宗
教
的
対
象

を
人
間
の
内
面
に
還
元
。 

 
 

 

ま
た
、
彼
は
、「
宗
教
―
―
少
な
く
と
も
キ
リ
ス
ト
教
―
―
は
人
間
が
自
分
自
身
に
対
し
て
取
る
態
度

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
で
あ
る
」、「
い
っ
そ

う
正
し
く
い
え
ば
人
間
が
自
分
の
本
質

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
に
対
し
て
取
る
態
度
で
あ
る
」
と
も
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、「
神
的
本
質
（
存

在
者
）
と
は
人
間
的
本
質
以
外
の
何
物
で
も
な
い
」
の
で
あ
る
。
↓
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
神
学
的
前
提
の
よ
う
に
〈
神
〉
を
外
部

に
措
定
し
な
い
。 

  

そ
の
説
明
に
お
い
て
、「
神
の
述
語
」、「
主
語
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
↓
カ
ン
ト
哲
学
以
降
の
主
体
＝
主
語

（subject

）
と
対
象
（object

）
の
関
係
、
同
一
性
。 

  

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
彼
は
、「
人
間
は
自
分
の
本
質
を
対
象
化
し
、
そ
し
て
次
に
再
び
自
己
を
、
こ
の
よ
う
に
対
象
化
さ

れ
主
体
や
人
格
へ
転
化
さ
れ
た
存
在
者
（
本
質
）
の
対
象
䣍
䣍
に
す
る
」
と
い
う
定
式
を
も
っ
て
「
宗
教
の
秘
密
」
で
あ
る
と
定
義

し
て
い
る
。
↓
宗
教
＝
人
間
の
自
己
対
象
化
。 

  

↓
こ
れ
ら
の
論
述
か
ら
は
、フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
定
義
す
る「
宗
教
の
本
質
」を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。す
な
わ
ち
、

彼
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
て
い
た
外
在
的
な
〈
神
〉
を
相
対
化
し
、
そ
れ
を
人
間
の
対
象
化
意
識
に
還
元

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
宗
教
と
人
間
に
と
っ
て
の
自
己
対
象
化
の
営
み
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。 

 

な
お
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
思
索
は
、
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
「
無
神
論
」
と
し
て

片
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
は
、
教
会
権
力
に
よ
っ
て
打
ち
立
て

ら
れ
、
ま
た
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
が
前
提
と
し
て
い
た
よ
う
な
神
学
体
系
を
批
判
し
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
の
内
面

的
な
、
生
き
た
宗
教
心
、
信
仰
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
以
下
、
彼
の
宗
教
批
判
の
内

容
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

    



白十字キリスト教社会主義研究会   Kamuya Kurai 
フォイエルバッハ『キリスト教の本質』 

フォイエルバッハ『キリスト教の本質』 3 

五
．「
第
一
部 

宗
教
の
真
実
な
本
質
―
―
す
な
わ
ち
宗
教
の
人
間
学
的
本
質
―
―
」
を
概
観
す
る 

 

﹇
目
次
﹈ 

第
三
章 

 
悟
性
の
本
質
と
し
て
の
神 

 

 
 
 
 
 

「
宗
教
」
＝
「
人
間
が
自
己
自
身
と
分
裂

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
す
る
と
い
う
こ
と
」、「
人
間
と
人
間
自
身
と
の
葛
藤

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
」 

 
 
 
 
 

「
神
」
＝
「
悟
性
の
本
質
が
対
象
化
さ
れ
た
も
の

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
」 

 

第
四
章 

 

道
徳
的
存
在
者
ま
た
は
お
き
て
と
し
て
の
神 

 
 
 
 
 

「
宗
教
」
＝
「
人
間
の
最
高
の
善
」 

 

第
五
章 

 

受
肉
の
秘
密
、
ま
た
は
心
情
の
本
質
と
し
て
の
神 

 
 
 
 
 

「
神
の
受
肉
（Inkarnation

）」
＝
「
神
を
そ
れ
自
身
人
間
的
な
存
在
者

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
（
本
質
䣍
䣍
）
と
し
て
直
感
す
る
こ
と
」 

 

第
六
章 

 

受
難
の
神
の
本
質 

 
 
 
 
 

「
人
間
化
し
た
神
」、「
人
間
的
な
神
」（
キ
リ
ス
ト
）
の
本
質
規
定
＝
「
熱
情
䣍
䣍
（Passion

）」 

 
 
 
 
 

「
悩
み
（
受
難
）」
＝
「
キ
リ
ス
ト
教
の
最
高
の
命
令
」、「
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
」
＝
「
人
類
の
受
難
史

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
」 

 
 
 
 
 

「
神
は
人
間
の
鏡
で
あ
る
」 

 

第
七
章 

 

三
位
一
体
と
神
の
母
（
聖
母
）
と
の
秘
義 

 
 
 
 
 

「
三
位
一
体
」
＝
「
人
間
が
自
己
の
全
体
性
に
つ
い
て
も
っ
て
い
る
意
識
」 

 
 
 
 
 

（
伝
統
的
な
三
位
一
体
解
釈
と
は
異
な
る
） 

 

第
八
章 

 

ロ
ゴ
ス
と
神
の
似
姿
と
の
秘
密 

 
 
 
 
 

「
心
情
的
感
性
的
な
存
在
者
と
し
て
の
人
間
を
支
配
し
且
つ
浄
福
に
す
る
も
の
」
＝
「
形
像
」、「
空
想
」 

 

第
九
章 

 

神
の
な
か
に
あ
る
世
界
想
像
の
原
理
の
秘
密 

 
 
 
 
 

「
世
界
は
神
で
は
な
い
䣍
䣍
」、「
世
界
は
神
の
対
立
物
で
あ
る
」 

 

第
十
章 

 

神
秘
主
義
の
秘
密
、
ま
た
は
神
に
お
け
る
自
然
の
秘
密 

 

第
十
一
章 

摂
理
と
無
か
ら
の
創
造
と
の
秘
密 

 
 
 
 
 

「
創
造
」
＝
「
神
の
言
葉
が
い
い
あ
ら
わ
さ
れ
た

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
も
の
」
＝
「
意
志
の
産
物
」（
＝
意
志
の
神
性
） 

第
十
二
章 

ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
創
造
の
意
義 

 

第
十
三
章 

心
情
の
全
能
、
ま
た
は
祈
祷
の
秘
密 

 
 
 
 
 

「
ユ
ダ
ヤ
教
」
＝
「
民
族
的
な
利
益
」、「
キ
リ
ス
ト
教
」
＝
「
民
族
的
利
己
主
義
か
ら
純
化
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
教
」 

 
 
 
 
 

「
キ
リ
ス
ト
教
」
＝
「
ユ
ダ
ヤ
教
の
利
己
主
義

䣍
䣍
䣍
䣍
」
を
「
主
観
性
」
に
転
換
し
た
。 

 
 
 
 
 

「
祈
禱
」
＝
「
宗
教
の
最
も
深
い
本
質
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
も
の
」 

 
 
 
 
 

「
祈
禱
」
＝
「
人
間
の
心
情
が
自
分
自
身
に
対
し
て

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
―
―
自
分
自
身
の
本
質
に
対
し
て

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
―
―
取
る
態
度

䣍
䣍
䣍
䣍
」 

 
 
 
 
 

「
祈
禱
」
＝
「
人
間
が
自
己
を
䣍
䣍
䣍
二
つ
の
本
質
（
存
在
者
）
へ
分
割
す
る

䣍
䣍
䣍
䣍
こ
と
」 

 

第
十
四
章 

信
仰
の
秘
密
―
―
奇
跡
の
秘
密 

 
 
 
 
 

「
信
仰
」
に
と
っ
て
は
、「
神
」
＝
「
な
ん
ら
の
制
限
も
も
っ
て
い
な
い
主
観
性
だ
け
」
が
「
存
在
す
る
」 

 

第
十
五
章 

復
活
と
超
自
然
的
誕
生
と
の
秘
密 

 
 
 
 
 
 

第
十
六
章 

キ
リ
ス
ト
教
的
キ
リ
ス
ト
、
ま
た
は
人
格
神
の
秘
密 

 
 
 
 
 

「
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
教
義
」
＝
「
心
情
の
願
望
が
み
た
さ
れ
た
も
の
」 

 
 
 
 
 

「
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
」
＝
「
心
情
の
本
質
」、「
意
志
と
行
為
と
の
直
接
的
統
一
」 

 
 
 
 
 

「
キ
リ
ス
ト
」
＝
「
眼
に
見
え
る

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
神
性
」 

 

第
十
七
章 

キ
リ
ス
ト
教
と
異
教
と
の
区
別 

 
 
 
 
 

「
キ
リ
ス
ト
は

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
、
キ
リ
ス
ト
教
を
異
教
か
ら
区
別
す
る
も
の
で
あ
る

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
」 

 
 
 
 
 

「
キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
に
は
類
と
い
う
概
念
が
ま
っ
た
く
不
在
で
あ
る
」 

 

第
十
八
章 

在
家
の
独
身
生
活
と
修
道
院
生
活
と
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
意
義 

 

第
十
九
章 

キ
リ
ス
ト
教
の
天
国
、
ま
た
は
人
格
の
不
死 

 
 
 
 
 

「
人
間
は
宗
教
の
始
め
で
あ
り
、
宗
教
の
中
点
で
あ
り
、
終
り
で
あ
る
」 
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六
．「
第
二
部 

宗
教
の
真
実
で
な
い
本
質 

―
―
す
な
わ
ち
宗
教
の
神
学
的
本
質
―
―
」
を
概
観
す
る 

 

﹇
目
次
﹈ 

第
二
十
章 

 
宗
教
の
本
質
的
な
立
場 

 
 
 
 
 
 

「
宗
教
の
本
質
的
な
立
場
」
＝
「
実
践
的
な
立
場
」、「
主
観
的
な
立
場
」 

 
 
 
 
 
 

「
宗
教
の
目
的
」
＝
「
人
間
の
福
祉
・
救
い
・
浄
福
」 

 
 
 
 
 
 

「
神
」
＝
「
魂
の
救
い
が
実
現
さ
れ
た
も
の
」「
人
間
の
救
い
や
浄
福
を
実
現
す
る
無
制
限
な
威
力
」 

 

第
二
十
一
章 

神
の
実
存
に
お
け
る
矛
盾 

 
 
 
 
 
 

「
宗
教
」
＝
「
人
間
が
自
分
自
身
の
本
質
に
対
し
て
関
係
す
る
こ
と
」（
緒
論
よ
り
） 

「
宗
教
に
対
す
る
反
省
」（
神
学
）
＝
「
神
の
本
質
を
〔
人
間
の
本
質
と
は
〕
別
な
本
質
に
し
、
人
間
の
外
部

に
引
き
出
し
て
お
く
」（
神
学
に
対
す
る
批
判
と
、
無
神
論
の
否
定
） 

 

第
二
十
二
章 

神
の
啓
示
に
お
け
る
矛
盾 

 
 
 
 
 
 

「
啓
示
」
＝
「
人
間
䣍
䣍
の
自
己
規
定
に
す
ぎ
な
い

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
」 

 
 
 
 
 
 

「
神
」
＝
「
本
質
䣍
䣍
―
―
類䣍
―
―
と
個
体
と
の
間
の
き
ず
な
が
人
格
化
さ
れ
た
も
の

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
」 

 
 
 
 
 
 

「
神
学
の
秘
密

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
は
人
間
学
䣍
䣍
䣍
以
外
の
何
物
で
も
な
い
！
」 

 

第
二
十
三
章 

神
の
本
質
一
般
に
お
け
る
矛
盾 

 
 
 
 
 
 

「
神
」
＝
「
人
格
」
で
あ
り
、
同
時
に
「
普
遍
的
な
本
質
（
存
在
者
）」
で
も
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

「
神
」
＝
「
感
性
的
本
質
」 

 

第
二
十
四
章 

思
弁
的
神
学
に
お
け
る
矛
盾 

 
 
 
 
 
 

（
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
「
思
弁
的
教
説
」
に
対
す
る
批
判
） 

 

第
二
十
五
章 

三
位
一
体
に
お
け
る
矛
盾 

 

第
二
十
六
章 

秘
蹟
に
お
け
る
矛
盾 

 

第
二
十
七
章 

信
仰
と
愛
と
の
矛
盾 

 
 
 
 
 
 

「
信
仰
は
愛
の
反
対
物
で
あ
る
」 

 
 
 
 
 
 

「
キ
リ
ス
ト
は
愛
の
意
識
と
し
て
類
〔
人
類
〕
の
意
識
で
あ
る

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
」 

第
二
十
八
章 

結
論 

 
 
 
 
 
 

「
宗
教
の
内
容
䣍
䣍
と
対
象
䣍
䣍
」
＝
「
徹
頭
徹
尾
人
間
的
な
も
の
」 

 
 
 
 
 
 

「
神
学
の
秘
密
」
＝
「
人
間
学
」、「
神
の
本
質
の
秘
密
」
＝
「
人
間
の
本
質
」 

「
宗
教
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
関
係
は
け
っ
し
て
単
に
否
定
的
な
関
係
に
す
ぎ
な
い

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
の
で
は
な
く
て
、批
判
的

な
関
係
で
あ
る
」 

  

↓
こ
れ
ら
の
論
点
か
ら
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
宗
教
批
判
の
内
実
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
宗
教
を
人
間
学

と
し
て
定
義
し
、〈
神
〉
の
外
在
性
を
前
提
と
す
る
教
会
及
び
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
神
学
体
系
を
批
判
し
た
。
く
わ
え
て
、
ヘ
ー

ゲ
ル
左
派
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
と
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
自
身
の
思
想
的
な
特
色
を
明
確
化

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

  

七
．
考
察
（
一
） 

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
神
学
批
判
と
「
真
実
」
の
信
仰
の
探
究 

  

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
一
八
三
五
年
に『
イ
エ
ス
の
生
涯
』を
発
表
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、ヘ
ー
ゲ
ル
学
徒
の
あ
い
だ
で
は
、

宗
教
批
判
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、『
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
』（
一
八
三
八
年
）
に
お

い
て
、哲
学
と
宗
教
を
区
別
し
た
。こ
れ
は
、ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
対
す
る
批
判
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
も
っ
て
い
る
。同
時
に
、

彼
は
、
宗
教
と
神
学
を
区
別
し
、
も
っ
ぱ
ら
後
者
を
䣍
䣍
䣍
批
判
の
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

・
宇
都
宮
芳
明
『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ 

人
と
思
想
70
』（
清
水
書
院
、
一
九
八
三
年
一
月
） 

 

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
宗
教
的
心
情
に
基
づ
く
素
朴
な
信
仰
を
、
そ
の
も
の
と
し
て
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
つ
ま

り
神
に
対
す
る
信
仰
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
無
神
論
者
で
は
な
い
。
だ
が
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
神
学
の
う
ち
で
抽
象

化
さ
れ
た
神
に
対
し
て
は
、
否
定
的
な
態
度
を
と
る
。
真
実
の
信
仰
の
対
象
と
な
る
神
と
、
神
学
の
う
ち
で
思
考
さ
れ
た

神
と
は
、
別
物
な
の
で
あ
る
。 

 

・
澤
野
徹
「
Ｌ
．
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
遺
稿
「
日
本
の
宗
教
」」、『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』N

p. 355

（
専

修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
一
九
九
三
年
一
月
） 

 
研
究
史
上
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
思
想
は
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
一
般
に
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』（
一
八
四
一
年
）

や
『
哲
学
改
革
の
た
め
の
暫
定
的
命
題
』（
一
八
四
二
年
）、『
将
来
の
哲
学
の
根
本
命
題
』（
一
八
四
三
年
）
時
点
の
初
期

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
注
目
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
傾
向
は
、
彼
の
思
想
を
ヘ
ー
ゲ
ル
̶

ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
̶
初
期
マ
ル
ク
ス
の
流
れ
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
初
期
マ
ル
ク
ス
や
真
正
社
会
主
義
者
へ
ス
や
グ
リ
ュ
ー

ン
た
ち
の
ド
イ
ツ
初
期
社
会
主
義
思
想
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
そ
の
前
史
の
人
物
と
し
て
位
置
づ
け
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
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【
参
考
視
点
】 

 

な
お
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
は
、
遺
稿
「
日
本
の
宗
教
」（
一
八
四
五
年
秋
〜
一
八
四
七
年
秋
頃
）
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
そ
の
翻
刻
の
な
か
に
は
、「
宗
教
。
自
然
を
超
越
し
あ
る
い
は
自
然
的
諸
力
そ
の
も
の
の
中
に
宿
り
、
そ
れ
を
専
横
的

に
統
御
し
て
い
る
よ
り
高
い
存
在
へ
の
信
仰
は
、
人
間
的
心
情
の
深
淵
の
な
か
に
根
ざ
し
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
日
本
帝
国
の
設
立
者
」
と
し
て
の
神
武
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
「
最
高
位
の
太
陽
神
の
直
系
の
子
孫
」
に
つ
い
て
の

論
述
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
な
ど
の
東
洋
世
界
の
研
究
は
、
一
九
四
八
年
一
二
月
か
ら
一
八
四
九
年

三
月
の
あ
い
だ
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
で
行
わ
れ
た
『
宗
教
の
本
質
に
関
す
る
講
演
』
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
遺
稿
に
つ
い
て
は
、
別
に
石
塚
正
英
に
よ
る
分
析
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
日
本
の
古
代
的
信
仰
―
―
遺
稿
「
日
本

の
宗
教
」
の
分
析
」、『
神
の
再
読
・
自
然
の
再
読 

い
ま
な
ぜ
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
か
』（
理
想
社
、
一
九
九
五
年
二
月
）

も
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、「
一
九
世
紀
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
急
先
鋒
で
あ
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
」
に
「
フ
ェ
テ

ィ
シ
ズ
ム
的
自
然
信
仰
の
讃
美
者
」
と
し
て
の
側
面
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
人
間
学

的
唯
物
論
は
、
自
然
を
存
在
者
と
み
た
て
た
上
で
、
人
々
は
人
間
（
存
在
者
）
と
自
然
（
存
在
者
）
の
交
互
的
・
相
互
的
依

存
に
お
い
て
初
め
て
生
存
で
き
る
の
だ
と
い
う
立
場
を
採
用
し
、か
つ
そ
の
立
場
を
無
自
覚
的
に
せ
よ
実
行
し
て
い
た
の
が

諸
大
陸
に
生
き
づ
く
古
代
的
・
野
性
的
信
仰
者
だ
と
い
う
こ
と
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
お
り
、「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、

そ
の
よ
う
な
古
代
的
・
野
性
的
信
仰
に
み
ら
れ
る
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
的
性
格
を
最
大
限
称
え
た
の
だ
っ
た
」と
さ
れ
て
い
る
。 

る
。 

 
し
か
し
、フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
自
身
に
と
っ
て
は
ド
イ
ツ
初
期
社
会
主
義
者
た
ち
の
よ
う
に
宗
教
批
判
か
ら
政
治
や
社

会
へ
の
批
判
に
視
座
の
転
換
を
は
か
る
こ
と
よ
り
も
、宗
教
の
批
判
を
深
め
完
成
す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
重
要
な
課
題
で

あ
っ
た
。 

                   

↓
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
神
学
批
判
は
、
汎
神
論
や
宗
教
多
元
主
義
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、

け
っ
し
て
宗
教
そ
の
も
の
の
否
定
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。当
時
の
教
会
及
び
神
学
体
系
に
対
す
る
彼
の
辛
辣
な
批
判
は
、

「
真
実
」
の
信
仰
を
問
う
た
め
の
彼
な
り
の
方
法
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

  

八
．
考
察
（
二
） 

欧
州
政
治
と
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ 

 

・
柴
田
隆
行
「
革
命
の
批
判
的
傍
観
者
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
―
―
一
八
四
八
年
の
書
簡
か
ら
」、『
情
況
』
第
三
期
第
十
巻

第
一
号
（
情
況
出
版
、
一
九
九
九
年
一
月
）
一
三
四
〜
一
三
五
頁 

 

「Vive la République! 

共
和
国
万
歳
！ 

フ
ラ
ン
ス
革
命
が
私
の
な
か
で
も
革
命
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
で
き

れ
ば
、
こ
こ
で
の
仕
事
が
全
部
片
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
で
も
パ
リ
へ
行
き
ま
す
。
妻
も
子
ど
も
も
本
も
、
何
も
か
も
お
い

て
。」（N

r.575, Bruckberg, 3. M
ärz 1848

） 

 

一
八
四
八
年
三
月
三
日
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（Ludw

ig Andreas Feuerbach

）
か
ら
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
出
版
者
オ
ッ

ト
ー
・
ヴ
ィ
ガ
ン
ト
（O

tto W
igand

）
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
書
簡
は
、
こ
の
よ
う
な
心
躍
る
言
葉
で
書
き
始
め
ら
れ
て

い
る
。 

 

こ
の
年
二
月
二
二
日
に
始
ま
っ
た
パ
リ
の
民
衆
蜂
起
は
即
刻
隣
国
ド
イ
ツ
に
伝
え
ら
れ
、二
月
二
七
日
マ
ン
ハ
イ
ム
で

開
か
れ
た
民
衆
集
会
に
は
約
二
五
〇
〇
人
の
市
民
が
集
ま
っ
た
。 

 

（
中
略
） 

 

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
当
時
、
自
ら
編
集
す
る
著
作
集
の
た
め
に
、
既
刊
著
書
の
改
訂
作
業
に
専
念
し
て
い
た
。
大
学

で
の
就
職
を
断
念
し
、
ブ
ル
ッ
ク
ベ
ル
グ
と
い
う
小
さ
な
村
の
陶
器
工
場
の
一
室
を
仕
事
場
と
し
て
、
主
著
の
一
つ
で
あ

る
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
を
始
め
と
し
て
い
く
つ
か
の
著
書
論
文
を
書
き
、
世
間
に
そ
の
存
在
を
示
し
て
い
た
が
、
マ

ル
ク
ス
と
ル
ー
ゲ
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
『
独
仏
年
誌
』
へ
の
協
力
を
断
る
な
ど
、
地
道
な
文
筆
活
動
以
上
の
行
動
を
か

れ
は
控
え
て
い
た
。
そ
の
彼
も
、
一
八
四
八
年
の
革
命
の
報
を
聞
き
、
つ
い
に
そ
の
身
体
を
社
会
へ
と
向
け
動
か
し
始
め

た
の
で
あ
る
。 

  

な
お
、
こ
の
頃
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
の
学
生
ら
を
は
じ
め
と
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
を
代
議
士
と
し
て
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
国
民
議
会
へ
送
り
出
す
動
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
動
き
は
す
ぐ
に
潰
え
る
が
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
当
地
で
み
た
も
の

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
革
命
が
混
迷
し
て
い
く
過
程
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

・
柴
田
隆
行
「
革
命
の
批
判
的
傍
観
者
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
―
―
一
八
四
八
年
の
書
簡
か
ら
」、『
情
況
』
第
三
期
第
十
巻

第
一
号
（
情
況
出
版
、
一
九
九
九
年
一
月
）
一
四
七
〜
一
四
八
頁 

 

一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
が
恐
怖
政
治
を
招
い
て
終
わ
っ
た
と
き
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
歴
史
哲
学
講
義
の
な
か
で
、

そ
れ
は
こ
の
革
命
が
「
宗
教
改
革
な
き
革
命
」
だ
っ
た
か
ら
だ
、
と
語
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
神
学
の
隠
れ
蓑
だ
と
批
判

し
た
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
か
ら
学
ん
だ
マ
ル
ク
ス
は
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
」
冒
頭
で
、「
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
宗

教
の
批
判
は
本
質
的
に
終
わ
っ
て
い
る
」
と
書
い
た
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
考
え
は
お
そ
ら
く
、
一
八
四
八
年
革
命
の

挫
折
は
、
そ
れ
が
「
宗
教
改
革
な
き
革
命
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
ド
イ
ツ
で
は
「
宗
教
批
判
が
本
質
的
に
終
わ

っ
て
」
い
な
い
こ
と
に
帰
因
す
る
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

↓
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
哲
学
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
源
流
と
し
て
位
置
づ
け
、そ
の
傾
向
の
み
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
、

実
生
活
に
お
い
て
は
政
治
運
動
か
ら
距
離
を
置
き
、
在
野
で
は
あ
れ
、
学
術
的
な
宗
教
批
判
に
専
念
し
よ
う
と
し
て
い
た
彼
の

姿
勢
を
軽
ん
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 
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九
．
ま
と
め 

 
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
け
る
「
精
神
」
の
実
在
性
、
及
び
、
外
在
的
な
〈
神
〉
を
前
提
と
す
る
神
学
と
む
す
び
つ
け
ら
れ
た
哲

学
体
系
を
批
判
し
、「
意
識
」、「
感
覚
」
に
還
元
す
る
「
人
間
学
」
に
よ
っ
て
価
値
観
を
転
倒
し
た
と
こ
ろ
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
哲
学
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
続
す
る
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
ら
に
代
表
さ
れ
る
唯
物
論
的
な
思

想
に
対
し
て
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
あ
く
ま
で
も
「
感
覚
」
に
基
づ
く
思
索
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
身
体
論
を
超
え
出

る
か
た
ち
で
認
識
論
的
な
探
究
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
思
索
は
、
後
世
の
唯
物
論
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
と
い

え
る
。 

 

以
上
よ
り
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
哲
学
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
の
継
承
者
、
あ
る
い
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
源
流
と
い
っ
た
か

た
ち
で
の
直
線
的
な
関
係
の
み
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
に
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
感
覚
」
と
「
唯
物
論
」
と
を
結

ぶ
も
の
は
、
感
覚
器
官
、
そ
し
て
身
体
で
あ
る
。
河
上
睦
子
を
は
じ
め
と
す
る
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
の
哲
学
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
後
世
の
身
体
論
的
な
探
究
と
も
接
続
す
る
こ
と
の
で
き
る
論
点
と
し
て
読
ま
れ
て

き
た
。そ
こ
に
は
、資
本
主
義
的
な
構
造
や
階
級
闘
争
を
前
景
化
し
て
い
く
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
明
確
な
異
同
が
あ
り
、ま
た
、

そ
れ
は
、
主
体
性
の
哲
学
と
し
て
の
積
極
的
な
意
味
づ
け
が
で
き
る
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の

思
想
は
、
啓
蒙
思
想
、
広
義
の
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
と
呼
ば
れ
る
思
想
的
系
譜
か
ら
、
ひ
い
て
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
至
る
ま
で
の
思

想
史
的
な
流
れ
に
お
い
て
、
そ
れ
じ
た
い
に
異
端
、
先
端
、
分
岐
を
含
み
も
つ
異
色
の
在
野
的
思
索
の
集
大
成
と
し
て
読
ま
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。 

   

＊
発
表
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
倉
井
香
矛
哉
（
く
ら
い
・
か
む
や
） 

イ
ク
ト
ゥ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
代
表
・
白
十
字
キ
リ
ス
ト
教

社
会
主
義
研
究
会
書
記
長 

独
立
系
研
究
者
（
文
学
研
究
者
、
音
楽
家
） 

 

学
問
芸
術
の
運
動
体
「
イ
ク
ト
ゥ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
共
同
代
表
。
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
学
部
卒
業
、
早
稲
田
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
１
採
用
後
、
現
在
は
独
立
系
研
究
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

文
学
研
究
と
並
行
す
る
か
た
ち
で
、
学
会
お
よ
び
研
究
誌
に
と
ど
ま
ら
ず
市
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
に
お
け
る
学
際
研
究
、
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
批
評
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｗ
．
Ｓ
．
ク
ラ
ー
ク
や
内
村
鑑
三
、
新
渡
戸
稲

造
の
思
想
を
継
承
す
る
無
教
会
キ
リ
ス
ト
教
の
後
継
者
で
も
あ
る
（
二
〇
一
五
年
度
以
降
、
無
教
会
全
国
集
会
準
備
委
員
、『
内
村
鑑

三
研
究
』
編
集
委
員
会
事
務
局
）。
さ
ら
に
、
音
楽
家
と
し
て
の
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
楽
曲
提
供
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
を
通
じ
て
、
日
本
各
地
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
文
学
場
・
芸
術
場
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。 

 


